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王
子
神
社

報

　

告
第
3
8
回
赤
羽
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り山
　
田
　
美
登
里

前
例
の
無
い
　
（
コ
ロ
ナ
禍
）
　
に
依
る

2
度
に
わ
た
る
中
止
を
乗
り
越
え
て
、

今
秋
、
や
っ
と
へ
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
各
サ
ー

ク
ル
の
活
動
や
各
人
の
心
身
に
も
厳
し

い
影
響
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
故
、
今
回
の
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

に
は
　
（
や
っ
て
良
か
っ
た
′
　
出
来
て

良
か
っ
た
′
・
）
　
と
言
う
思
い
が
関
係
者

の
胸
に
は
ひ
と
し
お
だ
っ
た
か
と
思
い

ま
す
。
個
人
的
に
は
、
以
前
、
当
日
の

受
付
の
手
伝
い
の
経
験
は
あ
り
ま
し
た

が
、
初
め
て
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
の
（
実

行
委
員
）
と
な
り
ま
し
て
何
も
解
ら
ず

周
り
の
方
々
に
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
当
日

を
含
め
前
後
の
準
備
・
後
片
付
け
を
入

れ
4
日
間
は
少
々
、
大
変
で
し
た
が
ど

う
に
か
切
り
抜
け
ま
し
た
。

私
共
の
展
示
会
場
で
あ
り
ま
し
た
（
第

1
0
会
場
）
　
は
、
俳
句
や
短
歌
や
歴
史
な

ど
の
研
究
発
表
の
グ
ル
ー
プ
で
し
た
の

で
、
他
の
実
演
や
作
品
の
展
示
の
会
場

と
は
少
し
趣
が
異
な
り
ゆ
っ
た
り
と
静

か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

今
年
の
当
会
か
ら
の
発
表
は
、
本
間

氏
に
依
る
研
究
発
表
で
大
正
時
代
『
東

京
府
下
北
豊
島
郡
岩
渕
町
大
字
神
谷
（
現

北
区
神
谷
）
』
　
に
存
在
し
た
（
赤
羽
飛
行

場
）
　
に
つ
い
て
で
し
た
。
（
参
考
資
料
・

会
報
響
写
）

展
示
の
タ
イ
ト
ル
が
「
赤
羽
に
飛
行

場
が
あ
っ
た
〃
」
　
で
す
の
で
来
場
者
の

中
に
は
「
へ
ェ
ー
′
・
赤
羽
に
？
」
　
と

反
応
さ
れ
、
興
味
を
示
さ
れ
る
方
も
お

ら
れ
ま
し
た
。
他
に
用
意
し
ま
し
た
会

報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
に
も
関
心
が
寄

せ
ら
れ
、
持
ち
帰
え
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

コ
ー
ラ
ス
や
舞
踊
・
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

の
実
演
部
門
は
当
日
の
忙
し
さ
が
ピ
ー

ク
で
す
が
、
我
々
の
展
示
部
門
は
逆
に

準
備
と
後
片
付
け
が
大
変
で
す
。
パ
ネ

ル
や
机
な
ど
の
大
き
な
物
を
動
か
し
ま

す
の
で
体
力
の
自
信
の
あ
る
方
や
若
い

セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
方
々
の
協
力
が
不

可
欠
で
す
。
な
に
し
ろ
、
各
サ
ー
ク
ル

の
皆
様
、
豊
か
な
知
識
と
経
験
は
お
持

ち
で
す
が
体
力
は
そ
れ
な
り
に
減
少
し

つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
無
理
を
し
な
い
様
、

ケ
ガ
を
し
な
い
様
に
準
備
か
ら
後
片
付

け
ま
で
注
意
を
払
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
2
日
目
に
な
り
ま
す
と
実
行

委
員
と
し
て
各
会
場
を
見
回
り
な
が
ら
、

他
者
の
作
品
を
拝
見
し
、
力
作
に
ふ
れ

て
素
人
な
私
で
す
が
新
鮮
な
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
又
、
実
演
部
門
で
は
短

い
時
間
の
中
で
精
い
っ
ぱ
い
演
じ
る

方
々
の
気
迫
に
感
動
し
更
に
そ
れ
を
見

て
幸
福
そ
う
な
聴
衆
の
方
の
雰
囲
気
に

こ
ち
ら
も
包
ま
れ
ま
し
た
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
）

実
施
の
中
、
今
年
4
月
の
総
会
か
ら
委

員
会
や
全
体
会
を
重
ね
て
1
0
月
の
セ
ン

タ
ー
ま
つ
り
に
辿
り
着
い
た
わ
け
で
す

の
で
、
改
め
て
、
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
良
か
っ
た
と
思
う
と
同
時
に

各
サ
ー
ク
ル
の
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協

力
に
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
気
を
緩
め
る
こ
と
無

く
各
サ
ー
ク

ル
活
動
が
充

実
し
、
各
人

の
日
常
が
健

康
で
豊
か
で

あ
る
こ
と
を

願
っ
て
止
み

ま
せ
ん
。
晩
秋
の
候

皆
様
ど
う
ぞ
ご
自
愛
下
さ
い
ま
せ
。
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第
四
六
二
回
　
月
例
研
究
会
　
9
月
2
5
日
（
日
）

7
0
0
年
の
時
を
超
え
て
－
王
子
村
と
王
子
神
社
1

北
区
飛
鳥
山
博
物
館
　
学
芸
員
　
石
　
倉
　
孝
　
祐

は
じ
め
に

王
子
神
社
は
、
本
年
9
月
に
創
建
7
0
0
年

を
迎
え
ま
し
た
。
「
王
子
」
と
い
う
地
名

の
由
来
で
も
あ
る
そ
の
歴
史
は
、
中
世
武

士
団
豊
島
氏
の
動
向
や
鎮
座
に
ゆ
か
り

深
い
紀
州
熊
野
三
山
と
関
わ
り
、
ま
た
中

世
芸
能
王
子
田
楽
や
『
若
一
王
子
縁
起
絵

巻
』
、
さ
ら
に
は
明
治
初
期
の
准
勅
祭
社

列
格
な
ど
、
地
域
史
を
彩
る
多
彩
な
魅
力

に
満
ち
て
い
ま
す
。
今
回
、
北
区
飛
鳥
山

博
物
館
で
は
、
令
和
4
年
7
月
1
6
日
（
土
）

～
9
月
3
0
日
（
金
）
を
会
期
と
し
て
当
館

所
蔵
資
料
を
中
心
に
、
王
子
と
王
子
神
社

7
0
0
年
の
歴
史
と
文
化
を
明
ら
か
に
す
る

展
示
を
行
い
ま
し
た
。
本
紙
面
に
て
そ
の

内
容
の
一
端
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

1
　
熊
野
三
山
へ
の
参
詣
と
王
子
神
社

の
創
建
現
在
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
い
る
熊
野
は
紀
伊
半
島
の
南
端

に
位
置
す
る
聖
地
で
す
。
こ
こ
に
あ
る

3
つ
の
神
社
、
熊
野
本
宮
大
社
・
熊
野

速
玉
大
社
・
熊
野
那
智
大
社
は
熊
野
三

山
と
称
さ
れ
ま
し
た
。
熊
野
へ
は
、
平

安
時
代
末
期
の
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代

に
か
け
て
、
歴
代
の
上
皇
や
法
皇
、
女

院
を
は
じ
め
多
く
の
貴
族
が
詣
で
、
安

穏
を
祈
り
ま
し
た
。
や
が
て
参
詣
は
流

行
と
な
っ
て
諸
国
の
武
士
や
農
民
身
分

に
も
広
が
り
、
遠
く
関
東
に
も
そ
の
勢

い
が
及
び
ま
し
た
。

紀
伊
守
護
人
に
補
任
さ
れ
た
中
世
武

士
団
豊
島
氏
も
、
熊
野
へ
の
深
い
帰
依

を
行
い
自
ら
の
所
領
で
あ
る
豊
島
荘
を

熊
野
三
山
に
寄
進
し
ま
し
た
。
中
世
に

諸
国
に
設
け
ら
れ
た
熊
野
三
山
領
荘
園

で
は
、
荘
園
の
鎮
守
神
と
し
て
多
く
若

一
王
子
が
勧
請
さ
れ
ま
し
た
。
土
佐
国

吾
橋
荘
（
高
知
県
本
山
町
）
　
で
は
久
安

5
年
（
一
一
四
九
）
　
に
、
ま
た
日
向
国

高
知
尾
荘
（
宮
崎
県
高
千
穂
町
）
　
で
は

建
久
9
年
二
一
九
八
）
　
に
若
一
王
子

社
が
勧
請
さ
れ
ま
し
た
。
熊
野
の
分
社

と
し
て
「
若
一
王
子
」
を
祀
る
方
式
は
、

平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
後
期
に
か
け
て
の

古
い
形
態
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
あ
り
、

武
州
豊
島
郡
の
若
一
王
子
宮
も
ま
た
、

中
世
初
期
に
遡
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ

ま
す
。
平
成
6
年
（
一
九
九
四
）
　
か
ら

1
1
年
（
一
九
九
九
）
　
に
か
け
て
、
陸
上

自
衛
隊
十
条
駐
屯
地
内
の
建
設
事
業
に

と
も
な
い
、
埋
蔵
文
化
財
の
記
録
保
存

を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
調
査
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
十
条
久
保
遺
跡
の

調
査
に
よ
っ
て
、
中
世
の
道
路
面
が
検

出
さ
れ
ま
し
た
。
中
世
の
鎌
倉
街
道
中

道
に
相
当
す
る
第
1
号
道
路
址
が
2
2
0
m

に
わ
た
っ
て
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、

こ
れ
と
交
差
し
て
王
子
神
社
方
面
に
連

絡
す
る
と
推
定
さ
れ
る
、
第
2
号
道
路

址
が
発
見
さ
れ
た
の
で
し
た
。
道
路
面

の
両
側
に
側
溝
を
有
し
、
遺
物
か
ら
1
2

世
紀
半
ば
か
ら
後
半
（
平
安
時
代
末
～

鎌
倉
時
代
初
期
）
　
に
舗
設
さ
れ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
王
子
神
社
を

起
点
に
し
て
延
び
る
道
筋
は
鎌
倉
街
道

中
道
な
ど
の
主
要
道
と
連
絡
す
る
道
路

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

王
子
神
社
は
、
近
世
以
前
に
お
い
て

は
「
若
一
王
子
社
」
、
「
若
一
王
子
宮
」

あ
る
い
は
「
王
子
権
現
社
」
と
も
称
さ
れ
、

明
治
元
年
に
准
勅
祭
社
に
列
す
る
に
際

し
て
王
子
神
社
と
改
称
し
た
古
社
で
す
。

現
在
、
飛
鳥
山
公
園
に
は
徳
川
吉
宗
に

よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
「
飛
鳥
山
碑
」
　
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
碑
文
に
は
、
王
子
神

社
は
「
元
亨
中
」
　
に
豊
島
氏
に
よ
っ
て

紀
州
熊
野
三
山
の
祭
神
の
ひ
と
つ
、
若

一
王
子
を
勧
請
し
た
も
の
と
刻
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
王
子
神
社
で
は
、
元

亨
2
年
（
二
二
二
二
）
　
を
も
っ
て
創
建

年
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
「
若
一
王
子
」

と
は
「
に
ゃ
く
い
ち
お
う
じ
」
と
訓
じ
、

中
世
熊
野
三
山
の
祭
神
体
系
に
含
ま
れ

る
神
で
す
。
平
安
時
代
末
、
熊
野
で
は

十
二
所
権
現
と
呼
ば
れ
る
祭
神
体
系
が

形
成
さ
れ
、
主
祭
神
の
三
所
権
現
と
こ

れ
に
次
ぐ
五
所
王
子
、
四
所
明
神
が
配

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
若
一
王
子
と
は
五

所
王
子
の
第
一
位
の
神
格
で
す
。

2
　
豊
島
氏
と
中
世
荘
園
、
豊
島
荘

王
子
神
社
の
勧
請
に
関
わ
る
豊
島
氏

は
、
1
1
世
紀
中
期
に
北
区
地
域
に
定
着
し

た
中
世
武
士
団
で
す
。
『
源
威
集
』
　
（
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
（
佐
竹
家
旧
蔵
）
）

に
よ
る
と
、
天
喜
5
年
（
一
〇
五
七
）
、

鎮
守
府
将
軍
源
頼
義
に
従
っ
た
7
騎
の

中
に
豊
島
平
傍
杖
恒
（
常
）
家
の
名
が
見

え
、
ま
た
応
徳
3
年
（
一
〇
八
六
）
の
「
源

頼
俊
申
文
写
」
　
（
『
御
堂
摂
政
別
記
』
　
の

紙
背
文
書
・
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文

庫
所
蔵
、
旧
柳
原
本
）
　
に
も
豊
島
常
家

の
存
在
が
確
認
で
き
ま
す
。
北
区
豊
島

地
区
へ
の
豊
島
氏
の
土
着
も
常
家
、
あ

る
い
は
そ
の
父
、
武
常
の
世
代
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
中
世
の
豊
島
郡
に
は
、

豊
島
氏
の
開
発
に
よ
る
「
豊
島
荘
（
庄
）
」

と
い
う
荘
園
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
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で
王
子
神
社
は
荘
鎮
守
で
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
、
豊
島
氏
を
中
心
と
す
る
豊
島

郡
内
領
主
の
紐
帯
と
し
て
機
能
し
た
こ

と
は
、
今
に
伝
わ
る
王
子
田
楽
に
お
け

る
鎧
武
者
が
田
楽
衆
を
警
護
す
る
さ
ま

や
、
槍
合
わ
せ
の
儀
礼
に
そ
の
姿
を
残

し
て
い
ま
す
。
ま
た
鎌
倉
幕
府
の
北
方

経
営
の
進
展
と
と
も
に
、
街
道
鎮
守
と

し
て
の
役
割
も
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
南
北
朝
内
乱
期
か
ら
1
5
世

紀
末
期
の
豊
島
氏
の
滅
亡
　
（
一
四
七
八

年
）
　
ま
で
の
時
期
、
王
子
神
社
は
豊
島

氏
一
族
を
中
心
と
す
る
郡
内
地
域
地
頭

の
結
束
の
象
徴
と
し
て
機
能
し
、
や
が

て
供
僧
・
衆
徒
を
擁
す
る
自
立
し
た
宗

教
集
団
を
築
い
て
い
き
ま
し
た
。
豊
島

氏
没
落
後
も
王
子
周
辺
の
戦
略
的
重
要

性
と
権
現
社
の
組
織
が
独
立
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
関
東
公
方
足
利
氏
や
戦
国

大
名
後
北
条
氏
の
崇
敬
を
継
承
し
ま
し

た
。
関
東
公
方
に
対
し
年
始
、
八
朔
、

歳
暮
な
ど
の
時
候
の
挨
拶
に
参
上
し
た

寺
社
は
、
鶴
岡
八
幡
、
鍍
阿
寺
、
鷲
宮

と
と
も
に
若
一
王
子
が
あ
り
、
社
格
の

高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
足
利
義
民
書

状
案
（
さ
く
ら
市
所
蔵
『
喜
連
川
文
書
』
）

を
見
る
と
、
若
一
王
子
社
に
よ
る
歳
暮

の
祈
祷
へ
の
答
礼
と
し
て
扇
子
が
贈
ら

れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
天

正
1
6
年
（
一
五
八
八
）
　
の
北
条
民
政
宋

印
状
（
王
子
神
社
所
蔵
）
　
に
よ
る
と
、

豊
臣
秀
吉
軍
と
対
峠
し
た
後
北
条
氏
は
、

領
国
を
挙
げ
て
の
防
御
拠
点
の
構
築
が

進
め
ら
れ
る
な
か
、
王
子
神
社
境
内
の

伐
採
禁
止
を
指
令
し
て
い
ま
す
。
当
時
、

杉
林
を
含
む
鬱
蒼
と
し
た
境
内
の
景
観

が
保
た
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。
ま
た
、
『
小
田
原
衆
所
領
役
帳
』
　
に

は
上
平
川
（
千
代
田
区
平
河
町
）
・
下
平

川
・
牛
込
（
新
宿
区
）
　
に
合
わ
せ
て
2
8

貫
8
6
0
文
の
「
王
子
領
」
の
貫
高
が
宛
が

わ
れ
て
い
て
、
江
戸
城
に
近
い
地
域
に

所
領
を
有
し
て
い
ま
し
た
。

3
　
近
世
か
ら
近
代
へ

天
正
1
9
年
（
一
五
九
一
）
、
徳
川
氏
に

ょ
っ
て
王
子
権
現
社
領
が
王
子
村
に
寄

進
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
芝
愛
宕
権
現
、

浅
草
幸
龍
寺
領
が
加
え
ら
れ
、
王
子
村

は
寺
社
領
三
給
の
村
と
し
て
幕
末
に
至

り
ま
し
た
。

太
平
の
世
を
迎
え
た
江
戸
時
代
、
人
々

は
江
戸
や
そ
の
周
辺
の
歴
史
や
史
跡
へ

の
関
心
を
高
め
、
多
く
の
名
所
記
が
著

さ
れ
ま
し
た
。
1
7
世
紀
半
ば
に
作
ら
れ

た
　
『
江
戸
名
所
記
』
　
に
よ
る
と
「
若
一

王
子
の
宮
」
は
、
「
東
照
大
権
現
」
　
の
帰

依
に
よ
っ
て
社
領
2
0
0
石
が
寄
進
さ
れ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
風

流
の
を
ど
り
」
と
し
て
王
子
田
楽
に
も

言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。
『
む
ら
さ
き
の
一

（
ひ
と
）
も
と
』
に
は
「
若
一
権
現
の
宮
」

は
、
深
々
と
降
る
静
か
な
雪
の
名
所
と

し
て
記
さ
れ
、
『
江
戸
砂
子
』
　
に
は
寛
永

1
1
年
（
一
六
三
四
）
に
徳
川
家
光
に
よ
っ

て
壮
麗
な
社
殿
が
造
営
さ
れ
た
こ
と
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。
王
子
へ
の
関
心
の

深
さ
が
う
か
が
え
る
記
述
で
す
。

周
知
の
よ
う
に
、
王
子
の
町
は
近
代

工
業
発
祥
の
原
点
で
す
。
明
治
8
年

（
一
八
七
五
）
、
王
子
の
地
に
抄
紙
会
社

（
後
の
王
子
製
紙
）
　
が
、
後
年
財
界
の
重

鎮
と
な
る
渋
沢
栄
一
の
提
唱
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
に
は
官
営
紙

幣
寮
抄
紙
局
が
相
次
い
で
開
業
、
王
子

は
日
本
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
カ
ン
パ
ニ
ー

の
出
発
点
で
あ
る
大
工
場
が
立
地
す
る

工
業
地
へ
と
姿
を
変
え
、
や
が
て
地
域

は
大
発
展
を
と
げ
て
い
き
ま
し
た
。

こ

れ

に

先

立

っ

て

明

治

元

年

（
一
八
六
八
）
、
日
本
の
近
代
化
に
先
立
ち

神
社
に
も
大
き
な
変
化
が
訪
れ
ま
し
た
。

神
仏
判
然
の
太
政
官
布
告
が
な
さ
れ
神

仏
分
離
の
結
果
、
王
子
権
現
の
別
当
で

あ
っ
た
旧
金
輪
寺
は
廃
寺
と
な
り
、
王
子

神
社
は
准
勅
祭
社
に
列
格
さ
れ
ま
し
た
。

准
勅
祭
社
と
は
勅
祭
社
と
同
様
に
官
幣

使
が
派
遣
さ
れ
る
神
社
で
、
東
京
周
辺
の

1
2
の
神
社
が
こ
れ
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

王
子
神
社
も
こ
れ
に
含
ま
れ
、
こ
の
時
、

従
来
の
「
王
子
権
現
」
を
「
王
子
神
社
」

と
改
称
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に
　
ー
大
銀
杏
は
見
た
ー

王
子
神
社
の
境
内
に
は
樹
齢
6
0
0
年
と

伝
え
ら
れ
る
銀
杏
の
巨
木
が
あ
り
ま
す
。

神
社
創
建
以
来
の
多
く
の
時
を
見
つ
め

て
き
た
銀
杏
の
木
は
、
今
年
も
た
く
さ

ん
の
葉
を
繁
ら
せ
て
い
ま
す
。
今
か
ら

7
0
0
年
の
昔
、
鎌
倉
時
代
末
の
京
の
都
で

は
、
『
徒
然
草
』
　
の
作
者
で
あ
る
兼
好
法

師
や
後
醍
醐
天
皇
が
激
動
の
世
を
生
き

て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
世
界
で
は
イ
タ

リ
ア
の
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
が
、
北
ア
フ

リ
カ
に
は
イ
ブ
ン
・
バ
ッ
ト
ウ
ー
タ
が

い
ま
し
た
。
こ
の
2
人
の
大
旅
行
家
は

と
も
に
ア
ジ
ア
へ
の
関
心
を
深
め
、
や

が
て
遥
か
な
る
旅
に
出
発
し
ま
し
た
。

王
子
神
社
が
創
建
さ
れ
た
二
二
二
二
年

と
は
、
国
内
で
は
時
代
の
大
き
な
変
化

を
、
世
界
で
は
飛
躍
的
な
地
理
的
関
心

が
拡
大
し
た
時
代
で
し
た
。
そ
し
て
現

代
。
高
度
に
発
達
し
た
情
報
社
会
の
中

に
、
人
々
は
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

世
界
的
な
コ
ロ
ナ
禍
の
流
行
や
、
軍
事

侵
攻
が
二
〇
二
二
年
の
今
、
終
わ
る
こ

と
な
く
続
い
て
い
ま
す
。

現
代
、
そ
し
て
未
来
へ
と
、
境
内
の

大
銀
杏
の
前
に
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
が

刻
ま
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
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お
知
ら
せ

第
四
六
四
回
　
月
例
研
究
会

日
　
時
　
1
1
月
2
0
日
　
（
日
）
　
1
3
時
3
0
分

会
　
場
　
北
と
ぴ
あ
一
六
〇
二
会
議
室

テ
ー
マ
　
幕
府
を
創
っ
た
男
・
義
時

講
　
師
　
伊
藤
一
美
氏

参
加
費
　
五
百
円

東
国
武
士
の
想
い
を
観
察
し
、
御
家

人
同
志
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
義
時
。

父
時
政
の
生
き
方
を
学
び
、
新
し
い
時

代
を
創
る
。
だ
が
、
そ
の
　
「
分
裂
・
対
立
・

崩
壊
」
　
の
要
因
も
同
時
に
生
ま
れ
て
い

く
。
そ
の
ク
か
ら
く
り
″
を
考
え
ま
す
。

第
四
六
五
回
　
月
例
研
究
会

日
　
時
　
1
2
月
1
8
日
　
（
日
）
　
1
3
時

集
　
合
　
南
北
線
王
子
駅
改
札
口
前

テ
ー
マ
　
港
区
立
郷
土
歴
史
館
見
学

参
加
費
　
千
円
（
入
場
料
含
む
）

同
館
の
建
物
は
昭
和
3
年
竣
工
の
旧

公
衆
衛
生
院
の
姿
を
保
存
し
な
が
ら
再

整
備
さ
れ
た
歴
史
的
魅
力
に
富
む
も
の
。

縄
文
期
か
ら
現
代
に
至
る
、
港
区
の
様
々

な
様
相
、
変
化
を
遺
物
を
も
と
に
展
示

説
明
が
さ
れ
て
い
る
。
1
8
日
は
特
別
展

「
人
物
で
み
る
日
本
の
鉄
道
開
業
」
　
の
最

終
日
で
、
発
掘
さ
れ
た
高
輪
築
堤
の
史

料
展
示
と
も
合
わ
せ
、
明
治
5
年
前
後

か
ら
の
鉄
道
と
人
々
と
の
関
わ
り
を
知

る
機
会
と
な
ろ
う
。

第
四
十
l
回
定
期
総
会
並
び
に

第
四
六
六
回
　
月
例
研
究
会

日
　
時
　
1
月
2
9
日
　
（
日
）

①
総
会
　
1
3
時
2
0
分
～

②
講
演

会

　

場

テ
ー
マ

講

　

師

参
加
費

1
4
時
～

北
と
ぴ
あ
八
〇
三
会
議
室

江
戸
東
京
野
菜
の
魅
力

大
竹
道
茂
氏

五
百
円

・、康

瀧
野
川
、
駒
込
、
千
住
、
谷
中
、
寺
島
、

亀
戸
、
稲
川
、
馬
込
、
目
黒
、
早
稲
田
、

雑
司
ケ
谷
。
こ
の
地
名
に
就
く
野
菜
は

ナ
ー
こ
。
一
つ
も
分
か
ら
な
く
と
も
、

全
問
正
解
で
も
、
そ
れ
ら
に
纏
わ
る
江

戸
時
代
か
ら
の
地
域
と
、
人
々
に
纏
わ

る
野
菜
の
魅
力
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き

ま
す
。
大
竹
氏
は
江
戸
東
京
伝
統
野
菜

研
究
会
を
主
宰
。
北
区
で
は
瀧
野
川
の

人
参
、
牛
華
が
採
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。

第
四
六
七
回
　
月
例
研
究
会

日
　
時
　
2
月
1
8
日
　
（
土
）
　
1
3
時
3
0
分

会
　
場
　
東
十
条
区
民
セ
ン
タ
ー
3
階

テ
」
マ
　
北
区
に
唯
一
残
る
都
電
荒
川
線

講
　
師
　
山
下
ル
ミ
コ
氏

参
加
費
　
五
百
円

著
者
は
郷
土
史
研
究
家
で
　
「
都
電
荒

川
線
　
沿
線
ぶ
ら
り
旅
」
を
著
さ
れ
た
。

同
書
は
全
停
留
所
周
辺
の
人
々
の
多
様

な
暮
ら
し
ぶ
り
や
史
跡
を
取
材
、
ま
た

古
地
図
、
資
料
を
も
と
に
地
域
や
荒
川

線
の
歴
史
も
併
せ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

取
材
時
の
こ
ぼ
れ
話
や
参
加
者
の
荒
川

線
の
思
い
出
話
を
交
え
楽
し
く
進
め
て

行
き
た
い
。

運
営
委
員
会
報
告

◎
1
0
月
2
3
日
　
（
日
）
出
席
5
名

報
告
事
項

・
林
会
計
　
会
費
未
納
者
6
名
（
変
ら
ず
）

・
山
田
委
員
　
赤
文
セ
ン
タ
ー
祭
報
告

協
議
事
項

・
元
気
ぶ
ら
ざ
展
示
物
の
件

前
の
展
示
物
を
今
年
の
物
と
取
替
え
る

林
・
上
野
両
委
員
が
本
間
氏
と
連
絡
。

・
1
2
月
以
降
の
予
定
を
決
め
る
。

次
回
運
営
委
員
会

◎
1
2
月
1
3
日
　
（
火
）
　
1
8
時
3
0
分

「
◎
1
月
1
7
日
（
火
）
　
1
8
時
3
0
分

東
十
条
区
民
セ
ン
タ
ー
3
階

受
贈
本
の
お
知
ら
せ

○
足
立
史
談
6
5
4
～
6
5
6
足
立
区
郷
土
博
物
館

○
足
立
史
談
会
だ
よ
り
4
1
3
～
4
1
4
足
立
史
談
会

○
板
橋
史
談
3
1
3
　
　
　
板
橋
史
談
会

○
練
馬
郷
土
史
研
究
会
会
報
3
8
6

練
馬
郷
土
史
研
究
会

○
城
郭
だ
よ
り
1
1
9
　
日
本
城
郭
史
学
会

’
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編
集
後
記

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
新
し
い
変
異
株

が
次
々
現
れ
、
こ
の
冬
は
第
8
波
の
心

配
が
あ
る
と
か
。

今
年
の
赤
羽
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

は
、
第
7
波
が
お
さ
ま
っ
た
時
期
で
あ
っ

た
た
め
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

私
事
で
は
あ
る
が
、
最
近
会
話
な
ど

に
不
自
由
を
感
じ
る
く
ら
い
に
耳
が
悪

く
な
り
、
補
聴
器
を
利
用
し
て
い
る
が

な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
。
こ
の
こ

と
も
あ
り
、
私
も
会
場
に
2
日
間
詰
め

た
が
、
展
示
の
説
明
等
は
主
に
本
間
氏

に
頼
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
で
昔
と
比
べ
て
、
来
場
者
は

減
っ
て
い
る
。
展
示
会
場
や
舞
台
の
客

は
、
参
加
団
体
の
関
係
者
か
知
人
が
ほ

と
ん
ど
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

1
階
、
2
階
に
は
買
物
客
が
た
く
さ

ん
来
て
い
る
の
に
、
3
階
ま
で
回
っ
て

来
な
い
。
会
館
1
階
の
入
口
や
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
の
前
に
、
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

の
ポ
ス
タ
ー
等
を
置
け
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
ま
で
に
い
き
さ
つ
や
事
情
が

あ
る
や
に
聞
い
て
は
い
る
が
、
何
と
か

実
現
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

な
お
1
0
月
2
3
日
の
例
会
「
赤
羽
飛
行

場
の
新
資
料
」
　
の
内
容
は
、
次
号
に
掲

載
す
る
予
定
で
す
。
　
　
　
　
　
（
林
）


